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クイックレスポンスヒータ 加熱システムについて
2020.07.20 ver.03
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１．会社紹介

ヒータメーカではありません
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１．会社紹介

・ 1953年（昭和28年）創業

・ 世界をリードする 熱成形機メーカーの1社

3（自動車向け成形機）



２．経緯 ： 開発の背景

１．きっかけは２０１４年のIPF

２．違いは、真空成形は軟化、オルガノシートは溶融

３．シート表面を焦さず、厚み方向にも加熱が必要

４．自社のヒーター温調システムの応用が可能
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２．技術紹介

ヒータの特長

5
Copyright 2008 ASANO LABORATORISE CO.,LTD All Right Reserved



２．技術説明
② クイックレスポンスヒータ自体の特長 ： 高応答
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Quick Response Heater Ceramic Heater

 

Thermocouple

ヒーター出力を変更してもセラミックの
表面がいつ何度になったのか？不明

Appearance
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Respons

Ceramic 
Heater
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Respons
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２．技術紹介

赤外線と樹脂シート加熱

10
Copyright 2008 ASANO LABORATORISE CO.,LTD All Right Reserved



加熱のメカニズム

反射率＋透過率＋吸収率＝１

 

透過 

赤外線エネルギー 
反射 

吸収 

シート 厚み 

伝導 

遠赤外線は厚さ数～
数十μmで吸収される

透過した近赤外線は
熱にならない
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PP 赤外線の吸収率
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２．技術紹介

炭素繊維複合材と赤外線
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赤外線エネルギー 

反射 

透過 

吸収 

伝導 
伝導 

吸収 
シート 厚み 

加熱のメカニズム

反射率＋透過率＋吸収率＝１
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近赤外線域～
遠赤外線域までの赤外線吸収特性
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２．技術紹介

炭素繊維複合材を強加熱すると
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Sheet : Tepex 1.5t×2≒3mm

℃

sec



２．技術紹介

厚み方向の加熱ムラを防ぐために
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0

50

100

150

200

250

300

350
1 11 21 31 41 51 61 71 81 91 10
1

11
1

12
1

13
1

14
1

15
1

16
1

17
1

18
1

19
1

20
1

21
1

22
1

23
1

24
1

25
1

26
1

27
1

28
1

29
1

30
1

31
1

32
1

33
1

34
1

35
1

36
1

37
1

38
1

39
1

40
1

41
1

42
1

43
1

44
1

45
1

46
1

47
1

48
1

49
1

TC:inside Upper① TC:inside Lower① TC:Surface Upper① TC:Surface Lower①

Sheet surface
300.5℃

Sheet surface
30℃→250℃
69.5sec

Heater Temp. 600℃ Constant

Sheet inside 
30℃→250℃
98.8sec

Sheet inside
203.3℃

Heating test Heatsr Temp. 600℃ Constant

20

Sheet : Tepex 1.5t×2≒3mm

℃

sec



２．技術説明

② ヒータ温度制御×シート温度制御
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ASANO-LAB. （浅野研究所）
クイックレスポンスヒーター

CFRPシート加熱結果

・ シート ： TEPEX 1.5t×2 = 3mm相当
・ 加熱面 ：上下面

・ 制御 ：段階制御＋シート温度補正
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Quick Response Heater
Heating test results

・ Sheet ： TEPEX 1.5t×2≒ 3mm
・ Heater ：up and down
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TEST②
不織布5枚重ね

ASANO-LAB.
Quick Response Heater
Heating test results

シート温度制御 不織布

sec



３．実績紹介

ここまでの制御が組み込まれた 2019年度までの仕様
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３．実例紹介

例① ヒーター単体納品 ＋ 制御一式

例② ヒータ枠 ＋ 制御一式

例③ シートクランプ、搬送など 装置一式

例④ 熱硬化性用
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（ 東京大学大学院様、UCHIDA様、ほか企業２社 ）

（ 名古屋大学NCC様、ほか企業５社 ）

（ 金沢工業大学ICC様、ほか企業８社 ）

（ 企業1社 ）



４．課題

厚み方向の温度分布
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CFRTP PA6 5.5t

ヒータ温度SV ：
上 600℃
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５．新たな技術紹介

厚み方向の温度分布
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1．上下シート温度を合わせながら加熱する
シート温度到達時間は成行き

ヒータ温度SV ： 650℃
シート温度SV ： 130℃

メリット ： 両面のシート温度がほぼ同温加熱されるので
厚み方向の温度分布が良好

デメリット ： 昇温時間は成行き
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２．設定された加熱時間で、設定されたシート温度まで加熱

ヒータ温度SV ： 650℃
シート温度SV ： 130℃

メリット ：
① 両面のシート温度を同温になるように制御されるので

厚み方向の温度分布が良好

② 昇温時間が同じ ＝ 季節や室温など環境を受けにくい



６．付録的技術紹介

シート面状方向の温度分布
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２．技術説明
③ 加熱面の温度ムラと対策
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Heater array example
Thermo-forimig machine
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加熱面の温度ムラと対策
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ご清聴ありがとうございました
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